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音楽情報科学研究会 夏のシンポジウム ���� ������
チュートリアル・宿泊・食事 参加申込のご案内

情報処理学会音楽情報科学研究会 �������� では� 来る 	 月 
� 日から �
 日にかけて� 京都府立ゼミナールハウス �京都府京北町�
にて� 下記の要領でコンピュータ音楽に関するシンポジウムを開きます
 チュートリアルまたは研究会のどちらか一方だけの参加も
大歓迎です
 皆様奮ってご参加下さい


◎ チュートリアル 第 
 部 �	 月 
� 日� 
����������
タイトル：ＭＩＤＩの活用とＭＩＤＩのプログラミング 講師： 長嶋洋一 ���� ＆ ������� ��������� �

◎ チュートリアル 第 � 部 �	 月 �� 日� 
����
����
タイトル：“コ ン ピ ュー タ 音 楽 の 歴 史”入 門 講師： 上原和夫 �大阪芸術大学 助教授�

研究会とチュートリアルの最新のより詳しい内容についての問い合わせ�
○音楽情報科学研究会ホームページ �������������	�	��
���
��
��������������

○電子メイルの場合�
研究会は ���	�����	������������ ������� 中村滋延 �京都芸術短大�
チュートリアルは �������� ! ��������"�����
���� 平田圭二 �!"" 基礎研究所�

までお問い合わせ下さい


注意�

★ チュートリアルでは� 事前に資料や機器の準備の都合がありますので� 申込み期限は当初通り 	 月 
 日までとさせて頂きます
�ただし宿泊等の申込み期限は � 月 � 日ですのでご注意下さい�


★ 当方にてチュートリアル参加申込書の受領と参加費の口座着金を確認した時点をもって� 申込みとみなします
 申込みと引き換
えに� 参加証を郵送しますので� 当日受付けに必ずご持参下さい
 参加費の振込みは郵便振替のみ受付けております
 なお原則と
して郵便振替の控えをもって領収書に代えさせて頂きます


★ チュートリアルと懇親会では学生の方々に割引があります
 学生の方はその証明のため� 指導教官の署名か学生証のコピー添付
をお願いします
 参加申込書を #���$ で� 証明だけを %�& あるいは郵送で送っても構いません
 この署名かコピーがない場合
は� 一般の料金を頂くことになりますので予めご了承下さい


★ 研究会への参加は� 通常通り事前申込みは不要です
 必要な金額は当日会場にてお支払い下さい
 念のため� 下記のようになって
おります


������ 登録員'準登録員 � 円
情処学会 会員 資料代 �
(�� 円程度�
情処学会 学生会員 資料代 �(�� 円�
上記以外の方 資料代 �
(�� 円程度� ) 参加費 
��� 円

★ 懇親会は夕食を兼ねており� 懇親会の会場は京都府立ゼミナールハウス内です
 懇親会に参加せず �� 日宿泊のみ希望の方は� ��
日夕食を自己解決願います
 ただし� ゼミナールハウスでの夕食は予約制になっており� ������ では準備致しませんのでご注
意下さい


★ 京都府立ゼミナールハウスには� 快適な宿泊施設と食堂が完備されています
 また夏のシンポ恒例の深夜のディスカッションに
参加するためにも� ������ は参加者の皆様に� ゼミナールハウスでの宿泊とお食事を強くお勧め致します
 宿泊� 食事� 懇親会
の申込み期限は � 月 � 日です
 なお� ゼミナールハウスの周辺は� 宿泊施設やレストランなどが大変少ないので自己解決される
場合は特にお気をつけ下さい


�



第��回 音楽情報科学研究会 案内
�夏のシンポジウム ���� �������

日時� 平成 � 年 	 月 �� 日 �日� 
���� � 
	���
�
 日 �月� ���� � 
(���

会場� 京都府立ゼミナールハウス �� 号ゼミ室� 総合ゼミ室�
〒 ��
��( 京都府北桑田郡京北町下中� "�$� �		
�(*���
�� %�&� �		
�(*���
�

問い合わせ先� 中村滋延（京都芸術短大）：���	�����	������������ �������

"�$ ＆ %�&� �	���+
�*��(（自宅）� "�$ ＆ %�&� �	(�	�
�	
	�（京都芸術短大）
または 平賀譲（図書館情報大学）：����#���"�
��
���� "�$� ���+�(��
��(

交通� ,- バス利用の場合� 京都駅からゼミナールハウス行・周山行・鳥谷行に乗車

周山行乗車の場合� 途中鳥谷行に乗換え「京北病院前」で下車徒歩 ( 分

詳細は �������������"�����
������ ��" ��������

$% 
 	�������
 ���	" を参照


議題�

� 月 �� 日 �日�

�����
(��� 研究発表 �
�

�
� 演奏表現に関する楽曲の特徴抽出システムの作成
○関本陽子� 野池賢二� 野瀬隆� 乾伸雄� 小谷善行� 西村恕彦 �東京農工大�

��� 事例ベースの演奏表情生成手法に関する研究
○鈴木泰山� 徳永健伸� 田中穂積 �東工大�

��� -�./� -����� ��0�� .�����$ /������$ 1 時間管理機能の拡張と遅延を考慮した遠隔地間の合奏 1
○後藤真孝� 根山亮� 菊地淑晃� 村岡洋一 �早大�


(����
	��� ワークショップ
タイトル� なぜ作曲にコンピュータを使うのか
司会� 中村滋延（京都芸術短大）
パネリスト� 上原和夫（大阪芸大） 長嶋洋一（��� ＆ ������� ��������� ）

三輪真弘（�����） 莱孝之（国立音大）

+��������� 懇親会

� 月 �� 日 �月�
�����
���� 研究発表 ���

�*� 2�����3�4�44���2�ネットワークを利用した即興セッション演奏支援システム
○長嶋洋一 ����"'神戸山手女子短大�� 中村文隆 �神戸山手女子短大�� 片寄晴弘 ����"'和歌山大�� 井口征士 �阪大�

�(� アコースティックピアノを用いたセッションシステムの開発
○青野裕司 �阪大�� 片寄晴弘 ����"'和歌山大�� 井口征士 �阪大�

��� 5�� とファジィを使った指揮認識システム
○宇佐聡史 �工学院大'ヤマハ�� 持田康典 �工学院大�

�	� 音楽音響信号を対象としたビートトラッキングシステム 1 小節線の検出と打楽器音の有無に応じた音楽的知識の選択 1
○後藤真孝� 村岡洋一 �早大�


�����
(��� 研究発表 ���

�+� バンドライクなインタラクティブ作曲支援システム
○高柳剛 �阪大�� 片寄晴弘 ����"'和歌山大�� 井口征士 �阪大�

��� 音楽記述言語 /��� の概要
○西村憲 �会津大�

�
�� 雨滴の落下分布モデルに基づく雨音の生成
○岡野真一 �阪大�� 片寄晴弘 ����"'和歌山大�� 井口征士 �阪大�

������ 第��回 研究発表会 報告・質疑記録
����年�月��日～��日 	

厚木研究開発センタ

��� 基準ピッチ変更に伴うピアノ音の変化
徳山鎮� 田口友康 �甲南大�

記録 � 坪井邦明 �千葉職業短大�
豊かな自然の恵み�温泉だってある�に囲まれた今回の会場�!""
厚木研究センター�だが�足の便だけはよろしくない 6 記者が
会場に到着した時� 既に徳山氏の講演は始まっていた
 討論で
はまず�ピアノのインハーモニシティ�倍音の非調和性�を単弦
で論ずることの是非�高次部分音についての比較などの議論が
あった
聴取実験の方法に関して�相対比較でないと無意味だと

の指摘があり�発表者から呈示順序による工夫が紹介された
ま
た�バイオリンによる同様の実験�絶対音感所有者を対象とする
実験を示唆する意見が出された


��� コンピュータ音楽及び音楽科学国際会議�������
	����報告 田口友康 �甲南大�

記録 � 坪井邦明 �千葉職業短大�
今回の共催団体の一つである日本音響学会音楽音響研究会現委
員長の田口氏から�中国での音楽音響学研究の事情を交えて�標
記の会議 �於中国上海�について報告いただいた
会議の裏話も

�



含む興味深い講演であったが�このような報告に付きもののス
ライド上映がないのは少し残念
 会議での使用言語�これから
予定されている会議などについての質問があり�後者に関連し
て�今年

月筑波開催予定の第 �回日中音楽音響会議の紹介が
あった


��� 持続性楽器音の調和性の時間変化について
加藤充美 �作陽短大�

記録 � 坪井邦明 �千葉職業短大�
楽器メーカーで電子楽器開発の経歴を持つ加藤氏の発表に対し
て�まずビブラートに関する一般的な質問があり�特にバイオリ
ンを中心に盛んな議論が交わされた
 発表されたバイオリンの
ビブラートに対して�フルートでは逆の結果が得られていると
の指摘 �中村勲氏より��トランペットではビブラートのあり方
がバイオリンとは違うのではないかとの指摘があった
また�バ
イオリンの資料音の作成で�弦同士の共鳴関係の影響などにつ
いての議論があった
さらに� 今回の成果の電子楽器への応用に
ついての希望的質問もあった


�	� 箏唄の装飾音の音響分析に関する一検討
大山玄 �徳島大学医学部�
記録 � 堀内靖雄 �千葉大�


� 石上 �東海短大� 装飾において音程はどの程度上げ下げす
るのか7

�� 装飾は高さや強さについて意識しないで行なうようにと
教えられるが� 結局は師匠の演奏を真似することによって
体得される



� 稲井田 �日大� 上手な人は大体同じように装飾を行なうの
か7

�� 流派内ではほぼ同じだが� 流派を越えると異なるものに
なる


��� 打弦，撥弦，および弾性体振動のモルフィングの検討
引地孝文� 小坂直敏 �!""�
記録 � 堀内靖雄 �千葉大�


� 中村 �帝京平成大� デモンストレーションでは�スチール弦
とナイロン弦とでそれぞれに合った曲を用いていたが� そ
れらを逆にしたらどうなるかという点に興味がある



� 加藤 �作陽短大� 叩いた感じやはじいた感じがあまり出て
いないが� それらが実現できると良いと思う



� 高沢 �電通大� 我々の聞いている音は弦の振動だけではな
く� 駒や響板の影響が大きいので� それらも考慮に入れた
方が良いだろう



� 梅谷 �日立中研� 有限差分法のサンプリングレートは7

�� 弾性体では *+�859 � 弦の場合は *+859 である



� 弾性体のシミュレーションにおいて� 空間方向では差分
法よりもフーリエの基底関数などを利用する方が良いの
では7

�� 弦と弾性体を同一に扱いたいため� 弦に用いられる差分法
を弾性体に適用した



� 中村 弾性体の空間分割数はどの位7

�� �� 程度である



� その場合� 誤差がかなり大きくなっていると思われる



� 古原 �尚美短大� 打弦の位置は7

�� 通常のピアノの値を参考にして決定している



� 田口 �甲南大� 撥弦の感じがでていないのは� リリース直前
の弦をこする部分がシミュレートされていないからだと
考えられる


��� ハイパーソニック・エフェクトについて
大橋力 ��"-�千葉工大�� 仁科エミ �放送教育開発センター�

不破本義孝�河合徳枝 �国際科学振興財団��森本雅子 �東京大学�
記録 � 堀内靖雄 �千葉大�


� 佐藤 �パイオニア� α波のポテンシャルと視床の血流量と
の間に高い相関がみられたというのは従来からの知見な
のか� 新しいものか7

�� 本実験は世界的にも初めての試みである



� 被検者へのインストラクションが重要であるが� どのよう
にしたのか7

�� 生理的な実験では『眠らないように』という程度のイン
ストラクションしか行なわない
 心理的な実験でも変な誘
導をするよりは何も言わない方がきれいなデータが得ら
れる
 ただし� 脳波には雑念などの影響があるため� ヴィ
ジュアルなどの測定環境の整備は非常に重要である



� 平原 ����� /#"による実験ではサラマス（視床）の血
流量が増大しているということであるが� サラマスのどの
辺りか7

�� 左内側で縦に広がっている



� その聴覚系との関連は7

�� 聴覚に関係しているところに比較的近いが� 必ずしも連続
している訳ではないので� 慎重に関係付ける必要がある



� 野田 �大阪芸大� 視床下部での刺激がオピオイド系の産生
を促すかという研究は行なっているのか7

�� 脳下垂体よりも上奥の方でのオピオイド・ペプチド分泌
について調べることは現段階では実験不可能である


��� 
��
�� ����������
� ����� �
 ��� �����
��
��� 高岡明 �コロンビア大学�

記録 � 平賀譲 �図書館情報大学�


� 加藤 �作陽短大� 聞いていて心地よいが，始まり，終わり
はどう決めるのか．構造とか起承転結といったものはあ
るのか，あるいはつけない意図なのか．

�� "���4��4����� の「速度」を変えない場合には続けると繰
り返しのパターンが出てくるので，それが生じたところ
で切る．速度を変えてパターンが全然できないと，今度
は期待が裏切られ放しになるので，退屈するところで止
める．その判断は作曲者が行う．


� カデンツのようなものは �考え�ないのか．
�� そういう音楽は好みでないので


 私はバッハ以前，スト

ラビンスキー以後．

� 三輪 ������� 平均律にしたがっているのか．
�� 曲の中間部分では :��8���4��� ��*�( を使っており，そ

れで変化がうまれている．ただしデモ演奏部分は全部平
均律．


� 小坂 ����� 調性認識には位置決め，特に主音の認識が重
要で，�����$ はやはり �����$ なままに聞こえるのでは
ないか．

�� 訓練の問題もあると思う．

� 平賀 �図情大� 今の件は ;<�$��6=�<�>��4$論争に通じる

のでは．
�� そうだろう．ただ，=�<�>��4$ のアプローチは非音楽的

だと思う．

� 小坂 ,�99 や複調の ���$ ����$� 場合はどうなるか．
�� やはり ���?��� が生じ，場合によっては ����3�$��� に

なろう．

��� 出品作品について �音のモルフィング�
小坂直敏 �!""�

記録 � 平賀譲 �図書館情報大学�


� 平賀 �図情大� 始音から終音へのモルフィングは，線形に
�直線的に�変化させているのか．

�� そうである．

� 田口 �甲南大� 鐘 ���$$� や板 ��$����のように非調和複合

音をつなぐときには，どのようなマッチングを行うのか．
説明にあった整数倍音のマッチングのアルゴリズムが使
えないと思うが．アタック部分のつなぎについては，真
ん中で鏡映反転させるようなことは考えられないか．

�� /$��� は �種類あり，倍音構造に近いほうを用いた．ア
タック部分の扱いは確かに問題がある．撥弦楽器のアタッ
クについては引地が別発表 �
��(�で報告したものがある．

�




� 加藤 �作陽短大� モルフィングを使う意図はどこにあるの
か．

�� 簡単にやるならミキサーで @�0����'�<� をかける方法も
あるが，無理がある．それをスムーズに行うのが意図で
ある．


� つながりの切れ具合も，むしろ興味の対象になるのでは．
�� そういった失敗志向の要素もあっていいだろう．半 ぐ々ら

いで，というところか．

� 平賀 「� と ; の中間の音」といった，音色創作にも使え

るのではないか．
�� 考えていきたい．

��� 出品作品 ���
������ について�ある作曲家が体
験したピッチ検出の実際と限界� 三輪眞弘 �������

記録 � 平賀譲 �図書館情報大学�


� 平賀 �図情大� 音高���.�� の対応をいろいろ調整してみ
ることは考えられるのか．

�� メロディに対応するようなものを作りだすことは考えら
れる．


� 野田 �大阪芸大���� 奏者� 演奏者の立場から．ピッチ検出
の正確さは吹き方で全然違う．できるだけ機械的にやった
場合がいちばんよく，それで ��	�Aぐらいか．音楽的と
は何かを考えさせられる良い機会になった．機械は人間
のような聞き方が全然できない．一方，人間のほうが機
械となることの可能性も考えさせられた．


� 土井 �奈良高専� �音高という�物理的な特徴を対象として
いるが，感情面へインタフェースするという可能性はど
うか．

�� 野田 楽しく'悲しくといった感情表現は，��& ではピッチ
の微妙な上げ下げ，核音の強調などの手法が確立されて
おり，それができるかが上手下手につながる．


� 鈴木 �東京高専� �ピッチ検出について� メーカーでもいろ
いろやっているが，技術的だけでなく，コスト面での問
題もある．


� 加藤 �作陽短大� 内部的にはいろいろやっているが難しい．
一方，個人的にも作ることが可能になるところまで技術
は進んできてもいる．

���� 音楽的情景分析における単音遷移に関する統計的情
報を利用した単音認識処理

木下智義� 村岡秀哉� 田中英彦 �東大�
記録 � 松島俊明 �東邦大学�

従来から研究を行っている音楽情景分析モデルB/"���の認
識率を�単音の遷移パターンを利用して改善を試みた報告であっ
た
ジャンルによって単音の遷移確率が変わるのではないか�そ
の場合かえって認識率が悪くなるのではないかという指摘があっ
た
また音源は周波数包絡で同定しているが�音高より音源の誤
りの方が多いということであった


���� 適応型混合テンプレートを用いた音源同定� 複数
楽器演奏への適用 � 柏野邦夫� 村瀬洋 �!""�

記録 � 松島俊明 �東邦大学�
生楽器 �フルート・ピアノ・バイオリン�からサンプリングした
半音毎のテンプレート波形をフィルタリングで変形し�入力波
形の基本周波数のゆらぎを位相トラッキングで合わせて吸収す
る音源同定の発表で�処理内容に関する質問がいくつかあった
が�様々な奏法にも対応できるようにテンプレートの数を増や
すと�処理時間が大幅に増えてしまうとのことであった
また�
位相トラッキングだけでマッチングできないかという質問があ
り�可能かもしれないので考えてみるとのことだった


���� 背景音楽つき音声に対する音響ストリームの分離
中谷智広� 柏野邦夫� 奥乃博 �!""�

記録 � 松島俊明 �東邦大学�
;��つきのナレーションのような入力から音声と音楽とを分
離する研究発表で� 今回は調波構造を持つ音楽と音声の分離例
が示された
分離後の音は音声より音楽の方が品質が悪く�歌唱

も分離できるようにするには�別のクラスを作る必要があると
のことであった
また最も抽象度が低いのは調波構造ではない
のか�音声については %�～%(のホルマントはあてにならない
という指摘があった
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記録 � 小坂直敏 �!""�
�
����
*�は音声の発声，調音機構まで立ち入り，生成機構を明
らかにしようとする枠組みの研究である．音声には言語の最も
基本的な単位である音韻を普遍的に表す側面と，発声話者固有
の個人性を表す部分とがある．両研究は個人性の情報が声道特
性あるいは音響的特性とどのような関係にあるかを調べている．
声道の動的特徴より静的特徴の方が個人性の知覚に与える寄与
は大きいことなどが示されている．従来の音響的パラメータの
みの検討と異なり，�-画像を用いて声道特性を調べ，この調
音パラメータと音響パラメータを併用して個人性を検討するこ
とは非常に説得力がある枠組みである．しかし，その分統制す
べきパラメータも増えるため，従来の音響パラメータのみから
得られている結論との関係を明確に示すことがこれからの課題
であろう，と感じた．

���� �*スペクトログラム'音声信号の時間周波数表現の
一手法 阿部敏彦� 小林隆夫� 今井聖 �東工大�

記録 � 小坂直敏 �!""�
この報告では音声の時間�周波数表現の一手法として �% ���4����
�����<4 @��F<��� � スペクトログラムを提案している．�%ス
ペクトログラムは倍音成分は非常に鋭いピークを持ち，表示し
たときの倍音構造の把握しやすさが特徴である．議論では，こ
の表現がピーク強調なのであり，本質的に埋もれていた情報が
抽出されるのではないこと，時間伸縮もこの目的のために用い
られることなどの確認が行われた．

ビデオふぇすた厚木 ��� 開催される�
報告 � 平田圭二 �!""�

前回 � 月の研究会では� 研究発表と同時に講堂前のロビーにて
「ビデオふぇすた厚木 G�	」が開催され�以下の �件のコンピュー
タ音楽システムのデモビデオが上映されました

� 竹内好宏 �京都府立亀岡高校��
"H� %��C�� /���� の音楽教育への応用～ 京都府立亀岡高
校の事例紹介

� 志村哲� 片寄晴弘 ��財� イメージ情報科学研究所��
. ��� 尺八� 竹管の宇宙 �� �
��*�

� 後藤真孝� 村岡洋一 �早大 理工��
ビートトラッキングにより踊る .� ダンサー .��0 

� 後藤真孝� 日高伊佐夫� 松本英明� 黒田洋介� 村岡洋一 �早大
理工��
I��,� ��44��� �I���<�$ ,�99 ��44��� � 4����

� 松島俊明 �東邦大学 理学部��
尺八くん～尺八譜の手書き入力・編集マルチメディアシス
テム

� 平田圭二 �!""�� 後藤真孝 �早大 理工��
ジャズらしいコードにリハーモナイズするシステム� ハー
ビー君

いずれも好評で� 特に休憩時間� 昼休みの時� コンサートの待ち
時間などには� 多くの参加者の方々が興味深くビデオモニタを観
ていらっしゃいました

作成したシステムを� ビデオによるデモンストレーションで発表
するという形態は� 研究発表とはまた違った効果があると感じま
した
 ������ は� 今後もできるだけ同様の機会を設けようと
考えておりますので� ビデオによるデモンストレーション発表を
ご希望の方は� お近くの ������ 連絡委員� 幹事� 主査までお
気軽にご連絡下さい


�


